
 

 

 

 

 

 

「想定外」を「想定内」へ 

立川市内小学校において保護者の知人による乱入

暴行の案件は、「想定外」の部分がありました。 

本校では、年１回は警察に来ていただき、不審者

訓練を実施しています。不審者が侵入した場合の声

のかけ方、全校周知の仕方、さすまたを使用した対

処の仕方及び警察への連絡等です。 

従って「不審者が侵入」は「想定内」の対応です。

今回の「想定外」は、保護者の知人が、普通に通用

門から入り、教室まで向うことができたことです。 

上記を受けて、以下の３点の改善にあたります。 

※Ａについて（保護者の協力をお願いします） 

 正門のインターフォンに表示する内容（予定） 

 

 

 

 

 

 

※Ｂについて（例：5/24知的中 総合体育館） 

※Ｃについて（5月 16日訓練の様子） 

最後に ～様々な危機管理の徹底～  
 不審者対策だけではなく、大雨・台風・地震水
害及び暑さ等でも「想定外」を「想定内」にして 
いくよう努めてまいります。よろしくお願いいた 
します。 

         鹿本学園校長 堀江

 

東京都立鹿本学園  

校長 堀江 浩子 

東京都江戸川区本一色2-24-11  

電 話 ０３－３６５３－７３５５  

東京都立鹿本学園 学校通信 令和７年５月２０日号  

① 不審者が入りにくい環境の強化 

 ・すべての門に「関係者以外立ち入り禁止」 

  の表示（今後購入） 

 ・正門インターフォンでの確認徹底（※Ａ） 

② 不審者をいち早く発見する対応 

 ★校内でストラップや名札を着用していない

者を明確にする。 

 ・来校者の名札の色を黄色へ（見やすく！） 

 ・校内ストラップの色確認 

  ○緑：Ｓ肢体教員  ○青：Ｎ知的教員 
○黄：学校介護職員 ○黄緑：時間講師 

  ○黒：管理職・経営企画室・ 
学部付き・外部専門員 

  ○ピンク：保健室 ○赤：保護者 
  
 ・行事について（※Ｂ） 
  〇参加ご家族への保護者シールの徹底 
  〇外部用のシールの徹底 

③ 不審者侵入の訓練（※Ｃ） 

  ・負傷者がでたことも想定し訓練 

開閉を企画室に依頼するときは、ストラップ表示ま

たは、部門・学年・児童生徒氏名をお願いします。 

外部の方は、要件と会社名（氏名）をお願いします。 

企画室で外部用名札の着用をお願いします。 

 

 

外部 
受付で胸に貼ります。 

御家族の方も同様です。 

★遠くからでも確認でき

る色にしています。 保護者 

【侵入者を確保】 

★児童・生徒は教室や体育館等で施錠。第二

グランドは教員が伝達し、門扉を施錠。 

★全員で追い込み、確保（警察到着予定） 

 
【負傷者の対応】★青いシートの意味 

★青いシートの裏側で、負傷者の対応をして 

います。侵入者が確保されても、負傷した現

場を子供達が目にすることは不安が生じま

す。子供達が目を触れない配慮です。 

 



【第一プールの遮光ネットを新たに取り付けていただきました】 

株式会社 菊池重設様に御協力いただき、本校第一プールに遮光ネットを新たに取り付けていただきま

した。本校児童・生徒の学習活動のため、作業していただきました。誠にありがとうございました。

（本校の第二プールは可動式の上屋のため、遮光ネットを取り付けられません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「創立１２周年目を迎えて」 

副校長  中澤 絵麻（肢体不自由教育部門 小学部担当） 

 鹿本学園では３年目になり、今年度は肢体不自由教育部門小学部を担当いたします。また、昨年に引き続

き保健給食、医療的ケアなど安心・安全な学校生活を送るために大切な分野を担当いたします。 

 本校は平成２６年に創立し、今年度１２周年を迎えます。小中高１２年間と考えると高等部３年生という 

節目の年になります。これまでの保護者の皆様や地域の方々、関係諸機関の方と築きあげてきた「良さ」を 

引き継ぎながら、近年の社会情勢や児童・生徒の実態に沿った「新たなチャレンジ」にも取り組んでまいり

たいと考えております。特に昨年実施した「移動動物園」や「両部門交流（授業・ボッチャ）」では、実物

に触れる体験や部門の異なる仲間と関わることで得られるものが多くありました。情報化が進む中でも、デ

ジタルとリアル（アナログ、実物）を融合させ、実体験も多く含むような新たな教育のスタイルを目指して

いきたいと考えております。保護者の皆様、関係諸機関の皆様１年間どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

～副校長より～ 

「５０６名の児童・生徒と共に」 

副校長  小宮山 都美（肢体不自由教育部門 中学部・高等部担当） 

 この度鹿本学園に副校長として着任いたしました。どうぞよろしくお願いいたします。 

本校は大規模肢知併置校でありますが、地域に根差した温かな校風で、児童・生徒の明るい声や笑顔が弾

ける素晴らしい学校であると感じております。そのような学校の一員として、506 名の児童・生徒と共に

新たなスタートが切れることに、期待と責任を感じております。 

今年度、肢体不自由教育部門中学部・高等部を担当いたします。また、児童・生徒の豊かな学びをサポー

トする教育課程全般や進路、教職員の研修などの分野を担当し、保護者の皆様や地域の方々と共に、開かれ

た学校を目指してまいります。 

保護者の皆様、関係諸機関の皆様、一年間どうぞよろしくお願い申し上げます。 

「児童・生徒の成長と安心・安全な学校を目指して」 

副校長  渡辺 浩子（知的障害教育部門 小学部・中学部担当） 

 

鹿本学園３年目となりました。昨年度も保護者の皆様の御協力により教育活動を進めることができました。

ありがとうございました。今年度も、知的障害教育部門小学部、中学部を担当させていただきます。学校目標

である「社会参加・自立に向けて生活する力を養い、働く意欲を育てる」ことを、授業や行事など様々な活動

で取り組んでまいります。また、今年度も、生活指導部を中心に、校内の災害対策等に一層取り組みます。毎

月の避難訓練により、児童・生徒の避難行動は見事に定着していきます。学級担任からは、「だんごむしのポー

ズを自分からできるようになった。」「大きな音で放送が流れても落ち着いて待つことができた。」などの様子

の他、児童が『給食室が火事で給食が食べられなかったら大変だ。』と真剣に避難に協力する姿に、教師自身が

学んでいるとの話もありました。日々の教育活動に、心を新たにしながら取り組んでまいります。 



 

 

～経営企画室職員紹介～ 

< 事務 > …学校運営にかかわる事務、教材・教具の購入、就学奨励費関係、他 

経 営 企 画 室 長  野 田 徹  

課 長 代 理  畑 中 瞭  

主 任  佐 久 間 啓 自  

主 事  渡 邉 香 奈 

主 事  蓮 沼 結 衣 

バ ス ク ラ ー ク  渡 邊 隆 司  

ア シ ス タ ン ト  和 田 橋  明 

ア シ ス タ ン ト  井 邉 恵 津 子  

 

 

< 栄養士 > …おいしく安全な給食の提供 

統 括 課 長 代 理  加 納 浩 

主 事  保 坂 ひ な の 

 

 

< 一般技能 > …校舎内外の清掃・美化、他 

技 能 長 石 井 信 雄  

技 能 主 任 中 島 洋 二  

技 能 主 事 益 子 裕 子  

業務支援員（用務）上 木 克 志 

                    

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの分野で 

精一杯業務を推進 

して参りますので 

どうぞよろしく 

お願いします。 


